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　地球温暖化をできるだけ食い止め、かけがえのない
美しい地球を子どもたちに伝え、未来に繋げていくた
めには、一人ひとりが「地球にやさしい行動」に取り
組まなければなりません。市では、現在「伊賀市地球
温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定中です。伊
賀市地球温暖化対策実行計画の周知とともに市民の環
境意識高揚を図るため、フォーラムを開催します。一
緒に“地球にやさしい行動”を考えてみませんか。
【と　き】　1月 29日㈯
　　　　　午後１時 30分～ 4時 30分
【ところ】　県伊賀庁舎　7階　大会議室
【内　容】　①基調講演　②環境活動報告会
【定　員】　100人程度
【問い合わせ】　環境政策課　☎20-9105　℻  20-9107
※会場には、平成 22年度環境保全ポスター入選作品
　を展示します。

～あなたの子育てを応援します～

　子育てを助けて欲しい人（依頼会員）の要望に応じて、子育てのお手伝いができ
る人（提供会員）を紹介し、相互の信頼と了解の上で、一時的にお子さんを預かる
会員組織としてファミリー・サポート・センターを立ち上げましたが、さらに緊急
時にもサポートできる体制を整えました。ご利用には会員登録が必要です。
※ご希望の利用依頼に応じられないこともあります。

【問い合わせ】　伊賀市ファミリー・サポート・センター
（上野ふれあいプラザ3階）☎26-7830　℻   26-7831

　毎年、夏休みの期間を利用して市内の小中学生を対
象に、環境保全啓発ポスターを募集しています。
　近年の地球温暖化問題への関心の高さや 10月に名
古屋市でCOP10 が開催されたこともあり、今年度提
出された作品数は小学生 176 点、中学生 369 点で、
合計 545点あり、前年度の約 2倍となりました。その
中で小学生 7点、中学生 7点が入選作品として選ばれ、
11月 24日㈬に表彰式を行いました。
　なお、入選された作品の一部は、1月 28日㈮まで、
本庁南庁舎中２階に展示しています。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　１．センターへ会員登録（事前登録）をする。
　２．提供会員と依頼会員の面接（事前面接）を行う。
　３．当日利用したい会員はセンターへ申し込む。
　４．センターが提供会員に打診する。
　５．依頼会員に利用可否の返事をする。
　６．依頼希望に沿ったサポートを実施する。
　７．依頼会員から提供会員へ利用料金を支払う。

緊急サポート利用までの流れは？

　○軽い病気、病後児（病気の回復期にある子ども）の
　　預かり　※必ず病院で受診すること
　○宿泊を伴う預かり
　○緊急時の預かり
　○急な残業による預かり　など

緊急サポートの内容は？

　【依頼会員】
　○市内に在住・在勤で小学６年生以下の子どもがい
　　る家庭
　【提供会員】
　○ 市内に在住・在勤・在学の 20歳以上の人
　　（提供会員の登録は、研修会の受講が必要）

会員の条件は？

　○午前 7時～午後 7時：１時間 1,000 円
　　※上記以外の時間帯は１時間 1,200円となります。
　○宿泊預かり（午後 10時～翌朝午前 6時）：5,000 円

利用料金は？

12月１日からサービス提供を開始しました。

伊賀市ファミリー・サポート・センターに
緊急サポート事業が加わりました！
伊賀市ファミリー・サポート・センターに
緊急サポート事業が加わりました！

※この業務は、市が社会福祉法人伊賀市社会福祉協議会に委託し、実施しています。

「伊賀市環境フォーラム・
地球にエーコといがっ子に！」

平成 22年度
環境保全啓発ポスターについて
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伊賀市応急診療所だより ３－3号
　伊賀市応急診療所は、伊賀医師会や伊賀薬剤師会の
協力により、夜間・休日の一次救急医療機関として運
営しています。「一次救急」とは、比較的軽度な症状の
急病患者を対象としています。市民の皆さんは、日ご
ろから健康管理に気をつけるとともに、かかりつけ医
を持つことを心がけ、身体に変調を感じたときは、早
めに医療機関で受診してください。

【受診時のお願い】
☆健康保険証・受診料・各種医療受給者証は必ず持参
　してください。健康保険証がないと自費診療になります。
☆薬を服用している人は、内容がわかるものを持参し
　てください。
☆翌日、休日明けにはかかりつけ医などの診察を受け
　てください。
☆悪天候（台風・積雪など）時は、やむを得ず休診す
　る場合があります。電話でご確認ください。
☆詳しい検査や入院が必要と医師が判断した場合は、
　二次救急医療機関を紹介させていただきます。

　これから寒さが一段と厳しくなりますので、風
邪などを引かないように日常生活の中で予防して
いきましょう。一般的な風邪の予防対策として、
日ごろから次のことに注意しましょう。
 ①うがいをする。
 ②手をよく洗う。
 ③気温の差や室内の乾燥に注意する。
 ④人ごみを避け、マスクを着用する。
 ⑤十分な睡眠をとる。
 ⑥予防接種を受ける。

伊賀市応急診療所の案内
◇診療時間　
《平日・土曜日》　午後 8時～ 11時
《日曜日・祝日・年末年始》
　午前9時～正午・午後2時～5時・午後8時～11時
※受付時間は診療終了時刻の 30分前までです。
★所在地・連絡先・診療科は表紙をご覧ください。

■寄附の状況
平成 20年度

11,167,000 円 19 件
（うち県外　　830,000 円 16 件）

■伊賀市ふるさと応援寄附金を活用した事業
（平成21年度末現在）

伊賀市に「貢献したい」「応援したい」と
お考えの皆さんから広く寄附を募集しています。

『伊賀市ふるさと応援寄附金』の寄附の状況をお知らせします
平成 20年度から開始しましたこの制度により、

多くの皆さんから、寄附をいただきましたので報告します。

～ 風邪の予防対策 ～～ 風邪の予防対策 ～

『伊賀市ふるさと応援寄附金』の寄附の状況をお知らせします

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】　企画課　☎ 22-9620　℻   22-9628

平成 21年度
2,655,000 円 6件

（うち県外　2,245,000 円 4件）

平成 22年度（11月 30日現在）
2,260,000 円 6件

（うち県外　1,500,000 円 2件）

１．伊賀上野NINJAフェスタなどさまざまなまちな
　　か観光でにぎわう「まち」
２．芭蕉や地域文化などを学び、文化を大切にする「まち」
３．まちなみ・自然景観を守る「まち」

伊賀市ふるさと応援寄附金は、使い道を次の７つの事業から選んで寄附していただいています
４．伊賀ブランドの価値を高め、ひろく発信する「まち」
５．地域や住民自治活動を大切にする「まち」
６．地域で支えあう福祉の「まち」
７．伊賀市を思う一人ひとりが望む「まち」

　今年度も伊賀鉄道や地域交通の活性化、観光・地場産
業の振興、住民自治活動の推進に係る事業へ、ふるさと
応援寄附金を活用させていただいています。
　今後も、寄附をいただいた皆さんの気持ちにお応えで
きるように、活用させていただきますので、これからも
伊賀市への応援をよろしくお願いします。

○市部駅駐車場整備事業　　　　　　　　
　　　　　2,322,000 円

○市街地東部地域トイレ（広小路駅）トイレ整備事業
　562,800 円


